
§1.　数量総括表

材質・規格 単位 数量 備考

塗装塗替工 Rc-Ⅱ m2 209.0 塗膜剥離剤＋電動工具

塗膜くず処分 kg 140.9 ※想定数量

安全衛生保護具 電動ファン付呼吸用保護具 個 3 ※供用期間：1ヶ月として算出
呼吸用保護具用フィルター 個 48 ※供用期間：1ヶ月として算出

使い捨て化学防護服 着 48 ※供用期間：1ヶ月として算出

防護手袋 組 48 ※供用期間：1ヶ月として算出

化学防護長靴 足 48 ※供用期間：1ヶ月として算出

表面含浸工 プロテクトシルCIT同等品 m2 173

断面修復工 断面修復工 m2 0.041

m3 0.002 t=50mmと想定
ポリマーセメントモルタル kg 4.25

Co殻処理 t 0.005

沓座モルタル打換工 チッピング t=20mm m2 0.38
ポリマーセメントモルタル σck=21N/mm2 m3 0.03

型枠 小型 m2 0.28
コンクリートはつり 既設モルタル撤去 m3 0.01

伸縮装置取替工 伸縮装置設置工 A1 m 6.01

A2 m 6.01

シール材 シリコン系 L 0.54
後打ちコンクリート m3 0.82
コンクリートアンカー D16 SD345 本 192.0

伸縮装置撤去工 m 12.02

コンクリート殻 m3 0.820

防護柵取替工 ガス切断 m 9.31 t=3.0mmと想定

カッター工 m 15.60

はつり工 t=30mm m2 2.34

コンクリート殻 m3 0.070

防護柵撤去 m 44.84

無収縮モルタル m3 0.12

防護柵設置工 ガードレール m 44.84
アンカーボルト ケミカルアンカー R-22SN 本 104.00
コンクリート削孔 φ32 L=180 本 104.00

m 18.72

鉄筋探査 下向き m2 2.34

仮設工 吊り足場 m2 167.30

種別



 2.1 塗装面積計算

 2.1.1 主 桁

 1) G1主桁

・形状寸法：桁高H=1.2m

・長さ：L=21.940 m

・本数：N=1本

・U Flg A1= ( - ) x ( + ) ＝ m2

・U Flg A2= ( - ) x x ＝ m2

・Web   A3= x x ＝ m2

・L Flg A4=(( + ) x - ) x ＝ m2

・L Flg A5=(( + ) x - ) x ＝ m2

・Sti   A6= x x x - x x ＝ m2

・Sti   A7= x x x - x x ＝ m2

・BN増  A8= x / ＝ m2

・BN増  A9= x x ＝ m2

小計 ＝ m2

 2) G2主桁

・形状寸法：桁高H=1.2m

・長さ：L=21.940 m

・本数：N=1本

・U Flg A1= ( - ) x ( + ) ＝ m2

・U Flg A2= ( - ) x x ＝ m2

・Web   A3= x x ＝ m2

・L Flg A4=(( + ) x - ) x ＝ m2

・L Flg A5=(( + ) x - ) x ＝ m2

・Sti   A6= x x x - x x ＝ m2

・Sti   A7= x x x - x x ＝ m2

・BN増  A8= x / ＝ m2

・BN増  A9= x x ＝ m2

小計 ＝ m2

 3) G1～G2合計 合計 ＝ m2

 2.1.2 対傾構

 1）端対傾構

・形状寸法：桁高H=1.0m

・長さ：L=3.588m・3.758m

・本数：N=2本

・U Flg A1= ( - + x ) x x ＝ m2

・Web   A2= x x x ＝ m2

・L Flg A3=(( + ) x - ) x x ＝ m2

・Flg   A4=(( + ) x - ) x ＝ m2

・BN増  A5= x x x ＝ m2

・控除  A6= - x x ＝ m2

・控除  A7= - x x x ＝ m2

小計 ＝ m2

0.200 0.009 9.250 9.490 3.58

0.250 0.009 1.600 2 0.77

1.200 2 21.940 52.66

0.430 0.032 2 0.009 3.200 2.93

0.360 0.029 2 0.009 18.740 14.41

2 0.81

0.100 1.200 2 20 0.480 0.080 4 4.65

0.100 1.200 2 4 0.920 0.080

80.66

0.200 0.009 9.250 9.490 3.58

4.13 20 1000 0.08

6.70 116 1000 0.78

0.250 0.009 1.600 2 0.77

1.200 2 21.940 52.66

0.430 0.032 2 0.009 3.200 2.93

0.360 0.029 2 0.009 18.740 14.41

4.13 20 1000 0.08

6.70 116 1000 0.78

2 0.81

0.100 1.200 2 20 0.480 0.080 4 4.65

0.100 1.200 2 4 0.920 0.080

1.49

1.000 2 3.758 2 15.03

80.66

161.33

0.200 0.008 0.008 2 3.588 2

3.07

0.200 0.008 2 0.008 5.813 2.37

0.200 0.008 2 0.008 3.758 2

0.920 0.080 2 2 -0.29

19.96

6.70 16 1000 2 0.21

0.370 2.600 2 -1.92



 2）中間対傾構

・形状寸法：L-130x130x12. L-90x90x10 

・長さ：L=3.570m・1.540m・0.770m

・本数：N=4本

・L鋼  A1= x x x x ＝ m2

・L鋼  A2= x x x x ＝ m2

・L鋼  A3= x x x ＝ m2

・PL   A4= x x x x ＝ m2

・PL   A5= x x x x ＝ m2

・PL   A6= x x x x ＝ m2

・PL   A7= x x x x ＝ m2

・BN増 A8= x x x ＝ m2

・控除 A9= - x x x ＝ m2

・控除 A10= - x (( + ) x + + ) ＝ m2

・控除 A11= - x ( + + ) x ＝ m2

小計 ＝ m2

 3) 対傾構合計 合計 ＝ m2

 2.1.3 支承

・形状寸法：240x420 H=90mm

・個数：N=4個

・本体 a=0.26m2 (1基当たり)

・4基当たり = x ＝ m2

 2.1.4 排水装置

・桝寸法：200x200 (管φ100A)

・個数：N=4個

・桝   A1= x x x ＝ m2

・管   A2= x x x ＝ m2

・PL   A3= x x x x ＝ m2

小計 ＝ m2

 2.1.5 面積集計

　主桁 ＝ m2

　対傾構 ＝ m2

　支承 ＝ m2

　排水装置 ＝ m2

　水道管プレート ＝ m2

合計 ＝ m2

0.090 4 1.540 2 4 4.44

0.130 4 3.570 2 4 14.85

1.60

0.230 0.250 2 2 4 0.92

0.090 4 0.770 4 1.11

0.250 0.400 2 2 4

0.250 0.850 2 1 4 1.70

0.200 0.250 2 1 4 0.40

6.70 12 1000 4 0.32

0.080 0.480 2 4 -0.31

-0.26

0.090 0.150 0.130 0.120 2 -0.07

0.130 0.310 0.160 2 0.200 0.850

0.200 4 0.150 4 0.48

24.70

44.66

0.260 4 1.04

161.33

44.66

1.04

3.23

209

1.12

3.23

3.141 0.100 1.300 4 1.63

0.050 1.400 2 2 4

-0.30



2.2 表面含浸工

種別 項目 部材名 計算式 単位 数量 備考

表面含浸工 下向き m2 13

横向き m2 24

上向き m2 136

含浸材塗布 プロテクトシルCIT同等品 m2 173

根拠図

表面含浸補修工

箇所 算 式

(0.150+0.400)x2x21.940

数量単位

24.13m2

m2 136.91

m2 174.20

((1.304+0.316)x2+3.000)x21.940

側面

下面

合計

0.300x2x21.940 13.16m2上面

床版コンクリート t=200mm
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下地処理(部分補修・清掃)

プロテクトシルCIT同等品以上
標準塗布量：0.630 l/m2

注）表面含浸工の施工範囲は、地覆(天端、内外側)、床版下面とする。



2.3 断面修復工

種別 項目 部材名 計算式 単位 数量 備考

断面修復工 床版下面 ア～イ 0.041 m2 0.041

合計 m2 0.041

t=50mm 0.041x0.050 m3 0.002

補修材 ポリマーセメントモルタル 0.002x1800x1.18 kg 4.25

Co殻処理 0.002x2.40 t 0.005

根拠図
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■施工上の留意点
※1.はつり範囲にカッターを入れ電動ピックにより、

ひび割れ或いは剥離箇所の脆弱部をはつり除去
する。鉄筋の錆は、ベビーサンダー等により除
去する。

※2. かぶり厚さが確保出来ない箇所については、
20mm程度膨らして断面修復を行うこと。

打継用エポキシ樹脂接着剤塗布

鉄筋防錆材塗布（既設鉄筋ケレン後）

断面修復材充填（ポリマ-セメントモルタル）

カッター工

1
0
m
m
程

度

カッター工

1
0
m
m
程

度

2
0
m
m
程

度



2.4 沓座モルタル補修工

種別 項目 部材名 計算式 単位 数量 備考
沓座モルタル補修工 チッピング t=20mm 0.19x2 m2 0.38

ポリマーセメントモルタル σck=21N/mm2 0.190x0.085x2 m3 0.03

型枠 小型 (0.660+0.430)x2x0.065x2 m2 0.28
コンクリートはつり 既設モルタル撤去 (0.560+0.330)x2x0.005 m3 0.01

根拠図
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2.5 伸縮装置取替工

種別 項目 部材名 計算式 単位 数量 備考
伸縮装置取替工

伸縮装置設置工 横目地A1(車道) 6.012 m 6.01
　〃　A2(車道) 6.012 m 6.01

合計 m 12.02

シール材 A1 (0.301+0.301) m 0.60
(シリコン系) 0.030x0.015x0.6x1000 L 0.27
(30mm×15mm) A2 (0.301+0.301) m 0.60

0.030x0.015x0.6x1000 L 0.27

合計 L 0.54

後打ちコンクリート 横目地A1(車道) 0.090x(0.400+0.350)x6.01 m3 0.41
　〃　A2(車道) 0.090x(0.400+0.350)x6.01 m3 0.41

合計 m3 0.82

コンクリートアンカー 横目地A1 96 本 96
(D16 SD345) 　〃　A2 96 本 96

合計 本 192

伸縮装置撤去工 m 12.02

コンクリート殻 m3 0.82



2.6 防護柵取替工

種別 項目 部材名 計算式 単位 数量 備考

撤去工 ガス切断 13x2 本 26.0

0.114x3.14x26 m 9.31 t=3.0mmと想定

カッター工 0.300x2x26 m 15.60
はつり(t=30) 0.300x0.300x26 m2 2.34
Co殻処理 0.030x2.34 m3 0.07

2.350x0.07 t 0.16
防護柵撤去 22.420x2 m 44.84
無収縮モルタル 0.030x2.34 m3 0.07

0.057x0.057x3.14x0.170x26 m3 0.05

合計 m3 0.12

設置工 ガードレール 22.420x2 m 44.84
アンカーボルト 4x13x2 本 104.00 ケミカルアンカー R-22SN

コンクリート削孔 4x13x2 本 104.00 φ32 L=180

0.180x104.00 m 18.72
鉄筋探査(下向き) 0.300x0.300x26 m2 2.34

仮設防護柵 22.420x2 m 44.84

根拠図
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2.7 仮設工

種別 項目 部材名 計算式 単位 数量 備考

仮設工 吊足場

167.3 m2 167.30

根拠図
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